
樹脂等を製造する化学工場における肺疾患事案について 

 

１ 事業場の概要 

  業種：化学工業（樹脂等を製造する工場で製品の包装等を実施） 

  労働者数：数十人（構内請負業者） 

 

２ 事案概要 

○ 肺疾患を発症したのは、A社の B工場の構内請負業者 C社の労働者６名。６名は B工

場の作業場で製品（架橋型アクリル酸系水溶性高分子化合物の粉末）の包装業務とし

て、投入、計量、袋詰め、梱包、運搬などの作業を行っていた。発症時の年齢は、20

代～40 代。 

○ 労働者に発症した肺疾患は、肺組織の繊維化、間質性肺炎、肺気腫、気胸など。 

○ ６名は、いずれも C 社に雇用されてから肺疾患を発症するまでに他の作業場勤務は

なく、当該作業場で継続的に就業していた。現在は、６名とも別の作業場へ配置転換

されている。 

○ 疾患が発生した作業場については、既に平成 28年５月に労働基準監督署が立ち入り、

局所排気装置の改善などの発散抑制措置や防護性能の高いマスク（電動ファン付呼吸

用保護具）の着用などを指導している。 

○ 当該事業場は、監督署の指導事項について所要の措置を講じており、厚生労働省で

は、今後も専門家と相談しつつ、必要に応じて追加的な指導を行っていく。 

○ 厚生労働省では、労働者健康安全機構に依頼し、災害調査結果の分析や本物質の有

害性に係る検討など、原因究明を進めていく。 
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化学物質「架橋型アクリル酸系水溶性高分子化合物」について 

○ 医薬品や化粧品を製造する際の中間体として使用される。なお、消費者等に提供される

最終製品である医薬品や化粧品が、元の吸入性粉じんに戻ることはない。 

○ アクリル酸を単量体（モノマー）とする高分子化合物であり、その重合体（ポリマー）

を架橋剤と反応させることで架橋構造を有している。不純物として、重合反応を行う際に

用いた溶媒なども含有している。単量体（モノマー）として、アクリル酸のほか、別の化

学物質を共重合させた製品もある。 

○ 外観は、白い粉末状。 

○ 肺に対する有害性の文献情報は、これまで確認されていない。 

 

○ 肺組織の繊維化は無機粉じんの吸入により引き起こされることは良く知られているが、

本物質（架橋型アクリル酸系水溶性高分子化合物）を含め、有機粉じんにより発症すると

の確立した知見はなく、労働安全衛生法令による措置義務の対象になっていない。 

 

【参考図１ アクリル酸高分子化合物の基本構造】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考図２ 高分子化合物の架橋構造（イメージ図）】 
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